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１.事業名

２.担当部署

３.事業の目的

４.事業の概要

５.事業対象

６.事業期間

８.事業評価

９.事業評価理由

10.事業の課題

11.課題の要因

12.令和５年度の方向性

７.事業費・決算額等

事業費(実施計画上の

計画額)　…Ａ

事業始期 事業終期

決算額　…B1,156千円

執行率（B／A） 76.99%
Ｂのうち

交付金充当額

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業効果検証シート

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、ＷＥＢでの会議参加や研修会の開

催が求められていることから、３病院に専用のＷＥＢ会議システムを導入し、人流抑制によ

る感染拡大防止に資するとともに、業務の効率化を図るもの

市立病院WEB会議システム整備事業（登米市病院事業会計繰出）

　市立３病院にWEB会議専用機材を整備することで業務の効率化とともに、３病院間の情報

共有や各種WEB研修等への参加による職員の資質向上を図る。

医療局

課題なし

事業終了

登米市民病院、米谷病院、豊里病院

　コロナ禍において、対面会議や集合研修等が行われることはなく、ＷＥＢでの会議や研修

が主流となった。自院において会議等に参加できることもあって、燃料高騰の時節柄、出張

旅費や燃料費の削減にも寄与できた。

課題なし

令和４年４月 令和４年６月

890千円

890千円

非常に効果があった


